






要約:成人病危険因子の 1 つである高コレステロール血症者の適切な検出時期の検討のた

め新生児期、幼児期、学童以上の各時期で集団検診を行った。検査の簡便性、コスト、発

見後の管理法などの検討から幼児期もしくは学童期以後の実施が適当と考えられた。


